








Copylight (c) 2008 曽我良成
（
一）








る。これが、昔の人々となると、その恐怖たるや想像に難くない。平安から鎌倉時代にかけての人々が、各種 病気を「所労」という用語で表記し、その病気 対し 奮闘し、対処している様子が、現在残されている古記録からうかがうことができる。
　
「所労」というのは、語感からは想像しにくいが、体調不良とか病気を表現する独特の用語である。 『日本国語大辞典』 （小学館）には、




など国語学的な観点からの研究であり、その実態については触れられてい い。そこで、本稿では「所労」 具体的な を浮かび上がらせることにした 。
　
『水左記』承暦元（一〇七七）年閏十二月九日条には、次のように記されている。
早旦臂加灸治 （三草） 、 （中略）時剋推移、此間医師忠康来、令見臂、入夜参南殿、日者依所労不参、今日参也、





























































から、大黄が処方されていたようである。十一日には、針を打つ必要も検討されている。十三日になると、 丹波知康、 丹波憲基、 和気貞説、

























の診察を受け「射水」すべしとの処置を指示され、朝夕「射水」を行っている。八日には所労の平癒を祇園に祈るなどしていたが、九日になって 「二禁頗有減気」 とあるように症状が落ち着い き ために、朝夕の「射水」を「時々」にして回数を減らしている。奇しくも祇園の読経結願の日、医師の指示により「射水」を止めることとなった。その後も慎重に療養していたのか、ときおり一条殿 参 はあたが、正式に公務とし 参仕する は「所労之後初出仕〈従去月六日労座也〉 」 （七月六日条）とある様に 発症の一ヶ月後のことであった。
　
宗忠の場合は、発症から平癒まで八日間と軽症であったためか、大
























御即位也、 辰刻参内、 右府内府以下両三人被参仕也、 頭弁来招予、伝殿下命云、今日内弁太政大臣也、今朝先参内可被奏宣命也、而今俄所労出来不能出仕之由所被申巳
（也ヵ）
、依為大事殿申院了、但被尋
例之処、去応徳三年堀河院御即位日、内弁内大臣 （後二条殿） 御足所労不参内給、 相扶参八省被奏宣命也、 准彼例於八省被奏如何、予申云、応徳之例已為吉例 於八省被奏何事候口
（哉ヵ）
、
とある。このときの即位の儀の内弁太政大臣源雅実が俄の所労で参内できなくなったこ へ 対応として、応徳三（一〇八六）年 堀河天皇即位の際の先例が持ち出されてきている。すなわち後二条殿藤原師通が足の所労によって参内せずに八省院で宣命を奏した前例 る。内裏には不参で、八省院ならば可能であるというのは徒歩で歩く距離の違いによるもの あろうか。
　
また、 『中右記』元永元（一一一八）年三月十九日条には













『中右記』長承三（一一三四） 年閏十二月十五日条に 「民部卿被示云、連日手所労不組取筥文」などとあるように、足に「所労」があるのであれば、当然手の「所労」も考えられ のだが 意外とその記述は少ない。この他のわずかな記録としては、 『古今著聞集』の「三〇六 　宇治内大臣頼長師恩を重んずる事」に次のような話がおさめられている。































































元永元（一一一八）年正 十六日条には「除目初夜也・仍戌剋許参内、先参殿下御宜慶、只今令参給也 申人々所望事、殿下被仰云一両日目之所労出来」とあり殿下藤原忠実が一両日 の不調を訴えていたことがわかる。また、 『中右記』永長元（一〇九六）年八月二日条には「入夜江中納言被申送云、日者目有所労、而相扶欲参入処甚以辛苦、早可申此旨者、則参殿下、付経敏申此旨、仰云、已為急事、早奏事由可催他上卿」とあり、中納言大江匡房が目の所労の辛苦によって、上卿を交替していることが記されている。このほか 『中右記』大治二（一一二七）年四月九日条に「依目所労不参間也」 同』長承二（一一三三）年八月廿一日条に「右少弁顕業目所労不出仕也」などとあり、文書の閲覧を伴う政務の場合、眼病や目の不調は致命的であった様である。（
8）その他の「所労」
　
この他にも、 「忽称胸所労更発」 （ 『愚昧記』仁安三（一一六八）年
十一月廿日条） 、 「胸所労更発」 （ 『民経記』貞永元（一二三二）年二月
断簡） とある様に胸、 「依所労膝難堪」 （ 『御堂関白記』 寛仁三 （一〇一九）年三月十四日条）とある様に膝などの部位も所労が発している。また、 「有所労 〈痔病〉 」 （ 『小右記』寛仁四（一〇二〇）年十二月廿七日条）とある様に痔、 「所労、是寸白也」 （ 『春記』長久元（一〇二八）年十二月十日条） とある様に寸白、 などのような病名を指す所労もあった。また、 「雑熱所労」 （ 『民経記』 安貞元 （一二二七） 年六月十五日条』 ）とあるように 症状を指す所労も った。
　
この他、 『吉記』安元二（一一七六）年五月廿九日条には「朝女房










































































































十四日条）などのように、下剤として比較的頻繁に服用されていたようであり、その数も「廿」 （ 『小右記』治安三年十一月廿二日条） 、 「三十丸」 （ 『小右記』正暦四年四月十八日条） 「六十」 （ 『小右記』治安三年七月四日条）と症状に応じて増減されていた。
（
4） 　
「今日依所労服蒜」 （ 『殿暦』長治元年五月廿七日条）など。 「従今日主上服蒜御也」 （ 『中右記』嘉保元年六月廿日条）とあるように、天皇も していた。
（
5） 　
たとえば、 「仍罷出為加湯治也、去夜所労此寅時頗宜気侍也」 （ 『殿暦』
康和五年正月廿九日条） 、 「風病発動可被湯治 後二条師通記』寛治六年十一月七日条）などのようにしばしば用いられた療法であった。また、 「此間主上御湯治」 （ 『殿暦』長治二年 月十日条）のように天皇も行っている。
（
6） 　
温泉に出かけていく湯治の他に、 「余口内ニ喰蛭、又脛加湯治」 （ 『殿暦』
嘉承二年五月廿八日条）のように、 部分的にお湯をかけるような湯治もあった。記録中、外出の記述が無く行われている「湯治」は後者の場合であったと考えられる。
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